


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































いの に合わせて秋歌の内容を持つ判歌を詠んだ可能性も少なくな よう 思 れる。
(8)「源家長日記
j
の引用は、
石田吉貞•佐津川修二「源家長日記
全註解
J
(有精堂、昭和四三年一0月）に拠る。
(9)吉野朋美氏「後鳥羽院の水無瀬—その空間的特質について—」
（「中央大学国
文j
館五一号、平成二0年三月）にも考察がある。
(10)稿者が、和歌文学会平成一0年一一月例会（於且美学園短期大
学）において後烏羽院の「千五百香歌合」判歌につき口頭発表した折、
合議によったのではないかとの御教示を受けた。「千
五百番歌合」の判者・担当する巻をど ように決めたのかは輿味の尽きない問題であり、稿者としてもなお考究していくべき課題ではあると思っているが
今は後鳥羽院が判者・担当する
巻を指示したのではないかと考えておく。
(11)
田渕句美子氏注(6)前掲著。
(12)
五味文彦氏「後鳥羽上且新古今集はなにを栢るか
J
(角川学
芸出版、平成二四年五月）
0
．
(13)この歌合について
は、云吐平大弐家歌合」と称すべきことを久
保木哲夫氏が指摘されているが
（「「若狭守通宗朝臣女子達歌
合」の主催者ならぴに名称」「和歌文学研究」
第百五号、
平成
ニ四年―二月）、
今は通行の名称に従う。
(14)このr女四宮歌合」は、
兼題による前栽歌合で、
私的な雰囲気
の中、
判歌への歌人達の返歌など活発な論難が行われ、
初めて
後日判がなされたことなど、
注目すべき点が多いことが指摘さ
れている。「和歌大辞典」（犬狡厖他編、
明治密院、昭和六一年
三月）の当該項目（加藤睦氏執節）・峯岸義秋氏
「歌合におけ
る評論的世界の形成1天禄三
年女四宮歌合を中心としてー」
（「平安時代和歌文学の研究」桜楓社、
昭和四0年三月。
初出
は昭和三0年）参照。
(15)田渕句美子氏「御製と「女房」ー歌合で貴人が「女房」と称す
ることー」（「日本文学」第五一巻第六号、平成一四
年六月）・「歌
合の構造ー女房歌人の位置ー （兼築仲行・田渕句美子紺「和歌を歴史から読む
j
笠間瞥院、平成一四年10月）参照。
(16)谷山茂氏「歌合における女性」（「谷山茂若作集四
新古今時代
の歌合と歌壇」角川書
店、昭和五八年九月。初出は昭和三四年）。
(17)小烏吉雄氏
f新古今和歌集の研究続編」（新日本図術株式会社、
昭和ニ―年ーニ月）第六章「新
古今和歌集と新
勅撰和歌集」。
また、H初古＾孟太」以前では、『千戟集
l
が雑下に旋頭歌等と共
に折句歌二首を収録する。
(18)後鳥羽浣歌壇の歌人らの間で強く〈輩〉の意識が共有されてい
たことについては、川平ひとし氏「新古今和歌集ー和 と政治」（「国文学
j
第三二巻五号、
昭和六二年四月）を参照。
(19)寺島恒世氏前掲「後鳥羽院御媒
j
当該歌の脚注参照。
(20)この他、
黒田彰子氏は「うすみどりまだ夏あさき木の問より春
をとどむる藤壺の藤」（後烏羽院御集・正治後度百首・禁中・一八l-
）の傍線部に、
慈円の「ほのかなる忍ぴねもがな郭公ま
- 13 -
だ夏あさき卯の花の空」（拾王集・賦百字百首・夏・ほととぎす・ーニニ四）と 一致を指摘される（「後鳥羽院
j
島沌忠夫
耀「新古今集を学ぶ人のために」世界思想社、平成八年三月）。ただし、寺品恒世氏は、「蝉 芦まだ夏深き深山辺に秋をこめたる松風ぞ吹く」（三百六十番歌合・夏・ニ四ニ・式子内親王）に想を得たかとする（前掲「後鳥羽院潤集」当該歌関注）．
(21)久保田淳氏R竿口今歌人の研究J
(東京大学出版会、
昭和四八
．
年
三月）第二章第三節二「速詠の流行」。同氏「藉瓜定家j（王
朝の歌人9、集英社、昭和五九年一0月）。
(22)建久期の速詠に関する捻は数多いが、今は本稿の論旨に特に関
わるもののみ掲げる。
山本一氏「慈円と速詠ーその非遊戯的性
格ー」・「迷詠 季節ー文治後半の慈円と周辺ー」（『慈円の和歌と思想j和泉書院、平成ー一年一月。
初出は類に、昭和五八・
五九年）。田仲洋己氏五建久元年「一句百首」考」・「藤原定家「一句百首」の表現について」・「藤原定家の「一字百首」について」（「中世前期の歌書と歌人
j
和泉書院、
平成二0年―二月。初
出は順に、
昭和六ニ・六三・平成八年）。小山順子氏「藤屎良
経「二夜百首」考ー速詠百酋歌から見る慈円との交流ー」（「京都大学国文学論叢
j
第一三号、平成一七年三月）。
(23)佐藤恒雄氏「新古今時代
J
(f顧原定家研究」風間由房、平成一
三年五月。初出は平成二年）。
(24)久保田淳氏「訳注藤原定家全歌梨下を」（河出書房新社、昭
和六一年六月）当該歌の注参照。
(25)玄玄集・五四、
続詞花集・恋上・五二0にも入集。
(26)小山順子氏「藤原良経の漢詩文摂取—初学期から「二夜百首」
ヘー」（『国語国文」第七四巻第九号、
平成一七年九月）。
(27)寺島恒世氏「後烏羽院『内宮百首」考ー奉納の意味をめぐっ
てー」（片野達郎編「日本文芸思潮論」桜楓社、平成一ーー年三月·同氏「王者としての和歌表
現ー
後烏羽院」（山本一絹「中世歌
人の心ー転換期の和歌観ー
j
世界思想社、平成四年九月）。
田
村柳登氏「後屈羽院」（和歌文学講座六「新古今集」勉絨社、平成六年一0月）。凩田彰子氏「後忌羽院」（島淋忠夫囮R初古今集を学ぶ人のために
j
批界思想社、平成八年三月）等の莉論。
(28)拙栢
「後鳥羽院の『千五百香歌合
j
百宵歌について
萩考
—岡
時代歌人からの摂取の意図 」（「日大国文論稿」第三九号、平成二三年三月）で指摘したように、
廷仁元年六月の後鳥羽院
の
「千五百番歌合」百首に、建久四年冬の良経・定家の私的な賠
答歌の影響と見られる作までが存することも、当時の後鳥羽
院
がかなり広範囲に建久期の新風歌人達 詠草を目にしていた可能性を窺わせる。
(29)籠谷其智子氏「季刊論叢日本文化12
中世の教＂」（角川宵店、
昭和五四年五月）第一章「故実の中世的展開」。
（わたなペ
けん
関西高校教諭）
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